
䠍䚷事業者䛾概要及䜃事業䛾概況

䚷䠄䠍䠅基本的事㡯

䚷䠄䠎䠅事業者䛜行䛖事業䛾内容

䚷䐟主䛺事業

䚷䞉䚷㈚室業及䜃空港利用施タ䛾㈤㈚業

䚷䞉䚷航空事業者䚸航空旅客及䜃航空㈌物䛻対䛩䜛役務䛾提供

䚷䐠㝃帯事業

䚷䞉䚷㣗品䞉清涼㣧料䞉煙草䞉旅行用品及䜃観光土産品䛾㈍売

䚷䞉䚷旅客及䜃㏦㏄客䛻対䛧䛶䚸見学䞉㏦㏄施タ䜔待合室䛾提供䚸䛭䛾他

䚷䚷䝃䞊䝡䝇䛾提供

䚷䞉䚷広告宣伝業

䚷䠄䠏䠅役員䛾地位䚸氏名及䜃㔜要䛺兼職䛾状況

䚷第㻟㻜期事業報告書䠄䠬䠑䛂取締役及䜃監査役䛃䠅䛻グ㍕䛾䛸䛚䜚䛷䛩䚹

䚷䠄䠐䠅事業䛾概況

䚷 䚷第㻟㻜期事業報告書䠄䠬䠍䛂事業䛾概況䛃䠅䛻グ㍕䛾䛸䛚䜚䛷䛩䚹

䠎䚷第㻟㻜期事業報告書

䚷䠄䠍䠅事業䛾概況 䠄䠬䠍䡚䠬䠐䠅

䚷䠄䠎䠅会社概要 䠄䠬䠐䡚䠬䠑䠅

䚷䠄䠏䠅計算書㢮等 䠄䠬䠒䡚䠬䠕䠅

䠏䚷タ備䛾状況
䚷䠄䠍䠅既存タ備䛾状況

䚷䠄䠎䠅タ備䛾新タ䞉㝖去等䛾計画

䠄単位㻦千円䠅

札幌丘珠空港䝡䝹株式会社
令和元年度䚷経営情報

䠄令和㻞年㻟月末日現在䠅

札幌丘珠空港䝡䝹株式会社
㻿㼍㼜㼜㼛㼞㼛㻌㻻㼗㼍㼐㼍㼙㼍㻌㻭㼕㼞㼜㼛㼞㼠㻌㻮㼡㼕㼘㼐㼕㼚㼓㻌㻯㼛㻚㻘䠨䡐䡀

札幌市東区丘珠町丘珠空港内

平成㻞年㻡月㻞㻟日

㻠億㻥㻘㻤㻜㻜万円

商䚷䚷䚷䚷䚷㻌号

所䚷䚷在䚷䚷地

タ立年月日

㈨䚷䚷本䚷䚷㔠

タ備䛾内容
帳簿価格

建物 建物付属タ備 器具備品 䛭䛾他 合計

546,431旅客䝡䝹 476,699 58,643 11,089

䛧䚸タ備投㈨䛾総㢠䛿㻟㻡㻞㻘㻝㻞㻤千円䛸䛺䜚䜎䛧䛯䚹
今期䛿䚸䝞䝸䜰䝣䝸䞊対策工事(䜶䝺䝧䞊䝍䞊新タ及䜃䝖䜲䝺改修䠅等䜢実施



 
 

       

 事 ᴗ 報 告 
 

  ⮬  平成㸱㸯年㸲᭶ 㸯᪥ 
  ⮳  令和 㸰年㸱᭶㸱㸯᪥ 

    

Ⅰ 事ᴗのᴫἣ 

㸯 事ᴗの⤒㐣及び成ᯝ  

当✵ においては、㹆㸿㹁㸦㈱北ᾏ㐨エアシステム㸧が㹈㸿㹊便化されてから 

㸲年┠を㏄え、ビジネス客を中心に利⏝が定╔してきておりますが、今ᮇは搭乗 

⋡がやや低下したことに加え、᪂型コロナウイルス感ᰁの影㡪により令和㸰年 

㸱᭶の利⏝⪅数が大幅にῶ少したことにより、定ᮇ便の乗㝆客数は前年度にẚべ 

⣙ 9,500人、⋡にして㸲.1㸣のῶとなりました。 

また、㹄㹂㸿㸦㈱フジドリームエアラインズ㸧は㟼岡⥺㸦夏ダイヤᮇ㛫中に 1

往復/᪥㸧が 4年┠を㏄えるとともに、前年᪂たに㛤タされたᯇᮏ⥺が今ᮇは 7

᭶ 12᪥から 9᭶ 24᪥までの 75᪥㛫と前年の 24᪥㛫の⣙㸱倍のᮇ㛫㐠⯟され、

᭦に、同ᮇ㛫中には㟼岡⥺も増便され㸦1往復/᪥→2往復/᪥㸧たことから、定

ᮇ便の乗㝆客数は前年度にẚべ⣙ 11,000人、⋡にして 37.7㸣と大幅な増となり

ました。 

これらの⤖ᯝ、チャーター便も含めた年㛫乗㝆客数は 267,134人と、対前年 

度ẚ 2,754人㸦1.0㸣㸧の増となり、搭乗⋡は 75.8㸣と、前年度より 1.9ポイン 

ト低下いたしました。 
     
【㊰⥺別 乗㝆客数】                              

 

㊰    ⥺ 

乗㝆客数㸦人㸧 搭乗⋡㸦㸣㸧 

 

令和元年度 

㸦㸿㸧 

 

平成 30年度 

㸦㹀㸧 

対前年度ẚ

㸦㸣㸧 

㸦㸿㸭㹀㸧 

 

令和元年度 

㸦Ⅽ㸧 

 

平成 30年度 

㸦Ⅾ㸧 

対前年度ẚ 

㸦ポイント㸧 

㸦Ⅽ㸧‐㸦Ⅾ㸧 

 

 

㹆㸿㹁 

函  㤋 113,913 118,991 -4.3 79.9 80.8  -0.9 

㔲  ㊰ 71,252 75,220 -5.3 75.8 78.6 -2.8 

利  尻 20,988 22,038 -4.8 78.3 80.1 -1.8 

三ἑ㸦八戸㸧 19,240 18,698 2.9 71.4 69.3 2.1 

定ᮇ便ィ 225,393 234,947 -4.1 77.6 79.0 -1.4 

 

㹄㹂㸿 

㟼  岡 32,134 26,667 20.5 67.7 68.9 -1.2 

ᯇ  ᮏ 8,195 2,616 213.3 65.7 65.1   0.6 

定ᮇ便ィ 40,329 29,283 37.7 67.3 68.6 -1.3 

定ᮇ便ィ 265,722 264,230 0.6 75.9 77.7 -1.8 

㹆㸿㹁 ⣠ 別 291 ― ― 50.5 ― ― 

㹄㹂㸿 名古屋㸦小∾㸧 1,121 ― ― 78.5 ― ― 

広 島 ― 150 ― ― 89.3 ― 

㺟㺊㺎㺞㺎便ィ 1,412 150 841.3 70.5 89.3 -18.8 

合   ィ 267,134 264,380 1.0 75.8 77.7 -1.9 

 
参⪃㸸函㤋⇔奥尻 11,448 9,204 24.4 47.7 39.7 8.0 

 



 
 
 
 
 
㸰 ⤒営≧ἣ 

営ᴗ収┈については、┤営売店の売上増により売上㧗は 187,004千円㸦対前

年度ẚ 1.9㸣増㸧となり、売上原価を差し引いた売上⥲利┈は 150,806千円㸦対

前年度ẚ 0.6㸣増㸧となりました。 

営ᴗ㈝⏝では、バリアフリー対⟇工事に伴う㏣加工事及び㜵⅏対⟇に伴う㠀

常⏝バッテリー㒊品の交換を実したこと➼の⤖ᯝ 146,786千円㸦対前年度ẚ

0.4㸣増㸧となり、営ᴗ利┈㔠㢠は 4,020千円、⤒常利┈㔠㢠は 5,745千円とな

りました。 

これに、バリアフリー対⟇工事㸦エレベーターの᪂タ及びトイレ改修工事㸧

に伴う≉別利┈㸦⿵助㔠受入㢠㸧、≉別損失㸦固定㈨⏘圧⦰損及び固定㈨⏘㝖却

損㸧を差し引きし、⤖ᯝとして当ᮇ利┈㔠㢠は 7,510千円となりました。 

    
 
㸱 今後対処すべきㄢ㢟  

᪂型コロナウイルス感ᰁは我が国の♫会・⤒῭に῝刻な影㡪を与えており、 

⯟✵ᴗ⏺を取り巻く⎔境はᴟめて厳しい≧ἣとなっております。 

当✵ においても大幅な利⏝⪅ῶがぢ㎸まれ、当♫のᴗ⦼への影㡪は㑊けら 

れない≧ἣでありますが、同感ᰁの⤊息に向けた今後の動きをὀどしつつ、 

宜にかなった事ᴗά動を㐍めていく必せがあるものと⪃えております。 

㹆㸿㹁は所᭷する⯟✵ᶵ㸦 SAAB 340B㸸36席㸧3ᶵを令和㸰年 4᭶から㡰ḟ 

    ᭦᪂㸦ATR42-600型㸸48席㸧し、提供座席数が増える予定であります。 

㹄㹂㸿は、㟼岡⥺が 5年┠を㏄え北ᾏ㐨在住⪅のより一層の利⏝がᮃまれ、 

また、平成 30年度から就⯟しているᯇᮏ⥺がᮏ年も年同ᵝに 75᪥㛫㐠⯟予 

定であり᭦なる㊰⥺の定╔がᮃまれます。 

これらのことから、今後も一層の乗㝆客の増加を┠指し、両♫と㐃携して㊰ 

⥺㹎㹐➼の利⏝促㐍を図って参ります。 

また、厳しい≧ἣ下ではありますが、増収対⟇として、┤営売店の商品の充 

実化を図るなどにより売上増に努めるほか、引き⥆き、乗㝆客以外のⓙᵝを対 

㇟とする各✀の㞟客イベント➼を実することで、当✵ にぶしみをもってい 

ただき、地域に愛されるような✵ 作りを┠指して参ります。 

   ᭦に、北ᾏ㐨とᮐ幌市が㐍めている丘⌔✵ の利ά⏝᳨ウ委員会の動きや、 
北ᾏ㐨内㸵✵ の一括㐠営委クの動向についてὀどするとともに、情報収㞟に 

努め、引き⥆き国、北ᾏ㐨、ᮐ幌市をはじめとするᵝ々な㛵係ᶵ㛵とも㐃携し 

て必せな対応を⾜って参ります。 
 
 



 
 
 
 
 
㸲 タ備投㈨の≧ἣ及び㈨㔠ㄪ㐩の≧ἣ 

今ᮇは、バリアフリー対⟇工事㸦エレベーター᪂タ及びトイレ改修㸧➼を実 

    し、タ備投㈨の⥲㢠は 352,128千円となりました。 

なお、この㈨㔠は、⮬己㈨㔠及びᮐ幌市からのバリアフリー化タ備ᩚ備⿵助

㔠㸦250,306千円㸧をもって充当いたしました。 

 

 
㸳 入居⪅㸦令和 2年 3᭶ 31᪥⌧在㸧  

① ⯟✵会♫ 

ᰴ式会♫北ᾏ㐨エアシステム㸦㹆㸿㹁㸧 

ᰴ式会♫フジドリームエアラインズ㸦㹄㹂㸿㸧 

② 㣧㣗店 

 丘⌔キッチン㸦ᰴ式会♫スコット㸧 

③ 売店 

スカイショップおかだま㸦当♫┤営店㸧 

④ レンタカー 

ᰴ式会♫トヨタレンタリースᮐ幌 

ᰴ式会♫᪥⏘カーレンタルソリューション 

三愛⮬動㌴工ᴗᰴ式会♫ 

オリックス⮬動㌴ᰴ式会♫ 

ᰴ式会♫トヨタレンタリース᪂ᮐ幌 

⑤ その他 

ᮐ幌市 

北ᾏ㐨ᮐ幌᪉㠃ᮾ㆙察⨫丘⌔✵ ㆙備ὴ出所 

國㝿⯟✵⤥Ἔᰴ式会♫ 

ᰴ式会♫ジーエム北㒔 

ᰴ式会♫᪥ᮏ✵ コンサルタンツ 

       共❧⯟✵撮影ᰴ式会♫ 

       タイムズ㸰㸲ᰴ式会♫ 

 
    

     



　 6　業績の推移

円 円 円 円

記載金額は、千円未満を端数処理しております。

Ⅱ　会 社 概 要    (令和2年3月31日現在䠅

䠍　主要な事業内容

 
役務の提供等

䠎　株式の状況

　会社が発行する株式の総数
     ② 　発行済株式の総数
     ③ 　当期末株主数

䠏　株主の状況

8,109

814

5,270

529

4.52

0

725,986

䠄䠍䠅

持株比率䠄䠂䠅

1.50
0

0
5.00

0

707,426

営 業 利 益 金 額

貸室並びに空港利用施設の賃貸業、航空事業者及び航空旅客に対する

717,877

3,667

12,438

12,920

第　29　期

16,814

793,505

単位　　千円

回　　　　　次

売 上 高

純 資 産

総 資 産

一 株 当 た り
当 期 純 利 益 金 額

当 期 純 利 益 金 額

183,443

決 算 年 月 平成29年3月

169,746

平成31年3月

第　28　期

平成30年3月

第　27　期

経 常 利 益 金 額

1.00

0

0

34,320

787,114

13,676

16,396

10,451

13.05

26.11

100

200 2.01

1,300

0

13.05

8.66

150 0
北 海 道 瓦 斯 ㈱

1,300
北 海 道

498

株  数䠄株䠅

北栄保険サービス㈱

862

北 海 道 電 力 ㈱

札 幌 商 工 会 議 所
㈱ 北 洋 銀 行

0

㈱日本政策投資銀行

25.10

株

0

450

10
䠄䠎䠅

株     主     名

9,960

2,600

䠄䠏䠅

2,500
札 幌 市

㈱ 北 海 道 銀 行

株

790,458

ANAホールディングス㈱

1,049 754

1,023,684

733,496

株主に対する出資

第　30　期
䠄当　期䠅

令和2年3月

187,004

4,020

5,745

7,510

176,393

名

 



䠐　取締役及び監査役

当期中の退任取締役

䠄令和元年䠒月䠍䠓日䠅

䠄令和元年䠒月䠍䠓日䠅

䠄令和元年䠒月䠍䠓日䠅

䠄令和元年䠒月䠍䠓日䠅

䠑　主要な借入先䡡借入残額等

　なし

䠒　従業員の状況 

　 　

䠄注䠅　上記には、嘱託社員(1人)及びパート社員(6人)は、含まれておりません。

取 締 役 坂 本 成 次

水　落
同

㈱北海道銀行専務執行役員本店営業部本店長

髙野公認会計士事務所 公認会計士 税理士

智　英

取 締 役 竹 花 賢 一

　　 仁
      亨

薮　下

札 幌 商 工 会 議 所 常 務 理 事 ・ 事 務 局 長

北 海 道 大 学 名 誉 教 授

髙　野
佐　藤

北 海 道 瓦 斯 ㈱ 取 締 役 常 務 執 行 役 員

㈱ 日 本 政 策 投 資 銀 行 北 海 道 支 店 次 長

㈱ 北 洋 銀 行 執 行 役 員 公 務 金 融 部 長

札幌市まちづくり政策局都市計画担当局長

札 幌 市 副 市 長

2

男  ・  女別及び人員

男     性

女     性

合   計

単位　　人

1

1

末　長
監 査 役

取 締 役 中 田 雅 幸

同

取 締 役

賢　弘
髙　野同 瑞　洋

智　広米　田

隆　志

吉　岡
小　島

同

同

同

清　河
同

裕　一

守　人
裕　己

 石　田

一　夫
馨　一

北 海 道 電 力 ㈱ 取 締 役 常 務 執 行 役 員

北 海 道 総 合 政 策 部 航 空 局 長

小　林

氏       名役   職   名
代表取締役社長

常 務 取 締 役

同

摘                          要

取 締 役 郷 雄 司

 



流㻌㻌動㻌㻌㈨㻌㻌産

固㻌㻌定㻌㻌㈨㻌㻌産

有形固定㈨産

無形固定㈨産

投㈨➼

1,023,683,913 1,023,683,913

商 品 1,504,169

733,496,280

㡸䜚敷㔠䞉保ド㔠

㈇䚷債䚷合䚷ィ

476,698,885

䝋 䝣 䝖 䜴 䜵 䜰

5,694,110

㈚䚷䚷借䚷䚷対䚷䚷照䚷䚷⾲

34,175,645

256,011,988

242,130,658

4,145,900

189,929

現 㔠 及 䜃 㡸 㔠

548,179,539

未 収 入 㔠

㈨ 本 㔠

株 主 ㈨ 本

保 ド 㔠

建 物

䛭䛾他利益剰余㔠

利 益 準 備 㔠

工 具 器 具 備 品

1,220,400

8,000

58,642,787建 物 付 属 タ 備

㟁 ヰ 加 入 権

1,438,800 

22,391,481

⣧䚷㈨䚷産䚷合䚷ィ

290,187,633

建 タ ✚ ❧ 㔠 35,000,000

別 ㏵ ✚ ❧ 㔠

991,401未 収 消 ㈝ 税

15,000,000

301,500

12,180,000

固 定 ㈇ 債

309,500 

⧞㉺利益剰余㔠 85,496,280

733,496,280

㈇債䞉⣧㈨産合ィ㈨䚷産䚷合䚷ィ

前 払 㔠

11,089,567

保 㝤 ✚ ❧ 㔠

利 益 剰 余 㔠

⣧䚷㈨䚷産䚷䛾䚷㒊

498,000,000

546,431,239 

218,400

㔠㻌㻌㻌㻌㻌㢠

㡸 䜚 㔠

235,496,280

未 払 法 人 税 ➼

8,554,100

100,000,000

前 受 㔠

㈹ 与 引 当 㔠

220,496,280

21,995,645

475,504,374

令 和 䠎 年 䠏 月 䠏 䠍 日 現 在

㏥⫋⤥付引当㔠

㈨㻌㻌㻌産㻌㻌㻌䛾㻌㻌㻌㒊

科㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌目

㻌㻌㈇㻌䚷債㻌䚷䛾㻌䚷㒊

流 動 ㈇ 債

䠄単位㻌㻌㻌㻌円䠅

445,914,614

科㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌目㔠㻌㻌㻌㻌㻌㢠

未 払 㔠

  



⮬

⮳

2,000

固 定 ㈨ 産 圧 ⦰ 損 236,873,281

特 別 利 益

8,314,052㝃 帯 事 業 収 入

営 業 外 ㈝ 用

6,932,185

㞧 損 失

売 上 原 価

146,785,566

250,306,255

㞧 収 入

9,529

固 定 ㈨ 産 㝖 却 損

特 別 損 失 243,805,466

5,745,059

12,245,848

経 常 利 益 㔠 㢠

250,306,255

9,529

当 期 純 利 益 㔠 㢠

4,735,706

7,510,142

税引前当期純利益㔠㢠

法人税䞉住民税及䜃事業税

営 業 利 益 㔠 㢠

36,144,866

期 末 商 品 棚 卸 㧗

科 目

㈤ ㈚ 収 入
売 上 㧗

期 㤳 商 品 棚 卸 㧗

商 品 売 上

損䚷䚷益䚷䚷ィ䚷䚷算䚷䚷書

令和 䠎 年 䠏 月䠏䠍日

平 成 䠏 䠍 年 䠐 月 䠍 日

㔠 㢠

䠄単位㻌㻌㻌㻌円䠅

131,006,644
187,003,573

36,197,517

47,682,877

商 品 仕 入

4,020,490

1,732,098

営 業 外 収 益

1,504,169

売 上 総 利 益

1,556,820

⿵ 助 㔠 受 入 㢠

1,734,098

150,806,056

受 取 利 息

営業㈝及䜃一⯡管理㈝

 



別 途
積 立 金

建 設
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

前期末残高 498,000 15,000 100,000 35,000 77,986 227,986 725,986 725,986

当期変動額

剰余金か䜙
準備金へ振替

0

剰余金の内訳
科目間の振替

0

当期純利益金額 7,510 7,510 7,510 7,510

7,510 7,510 7,510 7,510

当期末残高 498,000 15,000 100,000 35,000 85,496 235,496 733,496 733,496

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　— 䠔 —

資 本 金

利　益　剰　余　金

株主資本
合 計利 益

準 備 金

その他利益剰余金
利 益
剰 余 金
合 計

自　平成䠏䠍年䠐月  䠍日

至　令和  䠎年䠏月䠏䠍日

当期変動額合計

株主資本等変動計算書

䠄単位   千円䠅

項　　　　　目

株　　主　　資　　本

純 資 産
合 計



1 重要䛺会計方針䛻係䜛事項

䠄䠍䠅 棚卸資産䛾評価基準及䜃評価方法

商品 最終仕入原価法䛻䜘䜛原価法䛻䜘䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

䠄䠎䠅  固定資産䛾減価償却方法

①  有形固定資産 定額法䛻䜘䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

②  無形固定資産 定額法䛻䜘䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

䠄䠏䠅  重要䛺引当金䛾計算基準

①  退職給付引当金

②  賞与引当金

䠄䠐䠅  消費税䛾会計処理 税抜䛝方式䛻䜘䛳䛶䛚䜚䜎䛩。

䠄䠑䠅  䝸䞊䝇取引䛾処理方法

䛩。

2 貸借対照表䛻関䛩䜛注記

縮記帳額䜢控除䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

　䛺䛚、䛭䛾内訳䛿建物236,583千円、器具備品290千円䛷あ䜚䜎䛩。

3 株主資本等変動計算書䛻関䛩䜛注記

  䠄䠍䠅 会社䛜発行䛩䜛株式䛾総数  株

  䠄䠎䠅 発行済株式䛾総数  株

4 䛭䛾他䛾注記

有形固定資産䛾減価償却累計額  千円

取引䛻係䜛方法䛻準䛨䛯会計処理䛻䜘䛳䛶䛚䜚䜎

䝣䜯䜲䝘䞁䝇䝸䞊䝇取引䛻䛴䛔䛶䛿、通常䛾賃貸借

則䛻基䛵䛝、当期末䛻䛚䛡䜛退職金要支給額䛾当

期分䜢計上䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

給見込額䛾䛖䛱当期䛾負担額䜢計上䛧䛶䛚䜚䜎䛩。

従業員䛻対䛩䜛賞与支給䛻備䛘䜛䛯䜑、将来䛾支

967,457

個　　別　　注　　記　　表

34,320

9,960

従業員䛾退職金支給䛻備䛘䜛䛯䜑、退職金支給規

補助金䛻䜘䜛圧縮記帳額䛿、236,873千円䛷あ䜚、貸借対照表計上額䛿䛣䛾圧


